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一般質問通告表
平成22年第4回沖縄県議会(定例会)

10月01 日(金)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

1 17分 上里　直司（民主党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 新たな「沖縄法（仮称）」について

(1) 現在の沖縄特別振興法との違いは何か。

(2) 特別な自治制度の要求を盛り込む考えはあるか。

(3) 現行制度下における一括交付金制度などへの政府の対応について

2 新たな航空路線の開拓について

(1) 新規開設が見込まれる海外路線、とりわけ中国路線と開設後の経済効果を伺う。

(2) 全日空の格安航空事業（ローコストキャリア）を沖縄路線への導入を求める考えはある
か。

(3) 波照間空港発着の復活及び新設される伊平屋空港発着の航空路線は検討されている
か。

(4) 石垣空港発着の海外路線の開設の見込みについて伺う。

3 図書館行政について

(1) 100周年事業と山之口獏文庫開設に向けての課題について

(2) 図書館先進地事例調査の実施について

4 雇用問題について

(1) 生活困窮の求職者支援する制度「パーソナル・サポート・サービス」の内容について伺
う。また、安心こども基金事業との違いは何か。

(2) これまで実施をしてきた自立及び生活支援事業の実績を問う。

5 小児在宅医療基金てぃんさぐの会が行った「障がいケア（医療的ケア）」に関するアンケート
の内容を把握しているか。また、その結果を受けて、最優先で取り組むのは何か。知事、病
院事業局長及び教育長の見解を伺う。

6 住宅行政について

(1) 県内の住宅エコポイント申請件数（新築及び改築）と他の都道府県と比較した状況につ
いて伺う。

(2) 沖縄の気候風土に適応した環境配慮型住宅について、県の考え方を伺う。

7 文化と観光政策について

(1) 文化資源活用型観光戦略モデル構築事業の進捗と委員からの提言内容について伺う。

(2) 野外で伝統芸能を常時楽しめる空間は県内にあるか。

(3) アート特区などの推進について

8 「スポーツ合宿」等の推進について

(1) 県内における「スポーツ合宿」誘致件数と経済波及効果を問う。

(2) 国頭村での「スポーツ合宿」誘致への県の支援について伺う。

(3) 村内の施設と合宿誘致等を生かして、村内小中学校及び近隣の高校への競技者育成
に向けた指導者配置の取り組みへの支援を考えているか、教育庁の見解を伺う。

9 おもろまち１丁目の再開発によって、首里城の世界遺産登録が抹消される可能性はあるの
か、見解を伺う。
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一般質問通告表
平成22年第4回沖縄県議会(定例会)

10月01 日(金)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

2 17分 山内　末子（民主党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 基地労働者の処遇問題について

(1) 特別協定が2011年に改定期を迎える。基地従業員の労働と生活の根幹にかかわるもの
である。公正・公平な従業員の処遇を確立するための県の姿勢を伺う。

(2) 米軍再編に伴い約4500人の基地従業員の大量解雇が予測される。大量解雇対策につ
いて後追い対策にならないためにも総合的な施策、プログラムが必要だが、その取り組
み状況を伺う。

2 大学院大学周辺整備事業について

(1) 沖縄高速自動車道石川インターチェンジに結節する交通センター整備の進捗と課題に
ついて伺う。

(2) 恩納村での門前市構想の進捗と課題について伺う。

(3) 研究者等の居住は当初の想定どおりとなっているのか。

(4) 沖縄アミークスの建設、開学に向けての進捗状況を伺う。

3 スポーツ振興について

(1) あらゆるスポーツでの競技レベルの向上のためには、大会出場及び用具購入など金銭
的な負担がかかっている。これらの負担を軽減するための対策はとられているか。また、
スポーツ奨学金などの制度創設は検討できないか。

(2) 高校時代の競技レベルを向上させるためには、中学時代に適切な助言と指導を行うべき
であるが、これらのために指導者は配置されているのか。公立中学校におけるボランティ
ア的な指導者は何名いるのか。それらの指導者の待遇、管理体制について伺う。

(3) 高校総体で使用したうるま市のサッカー場をＪリーグ対応として整備できないか。また、県
サッカー協会から要請のある県総合運動公園の陸上競技場改修についてはどのような
対応をとるのか伺う。

4 カジノ・エンターテインメント構想について

(1) カジノ反対の声に対して知事はどのように考えているのか。

(2) うるま市内での設置を求める要請をどのように受けとめているのか。

(3) 調査検討を踏まえて次年度以降の展開を伺う。

5 国際人育成という観点から、留学生受け入れ事業は今後も存続すべきであるが見解を伺
う。

6 平成23年度、新石川浄水場供用開始が迫る中、現石川浄水場跡地利用計画の現状と課
題について伺う。

7 ＤＶ・幼児・児童虐待問題について
　ＤＶ虐待被害が後を絶たない。その予防と再発防止策について

(1) 過去５年間のＤＶ・児童虐待ごとの被害件数と通報件数について

(2) 通報後の警察の対応（教育）プログラムは策定されているか。
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一般質問通告表
平成22年第4回沖縄県議会(定例会)

10月01 日(金)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

3 17分 渡久地　修（共産党） 知事

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 基地問題について

ｱ 米軍艦船の民間港への強行入港、嘉手納基地の米軍機が普天間基地を使用するなど
米軍の横暴は目に余るものがある。知事は断固抗議してやめさせるべきである。

ｲ 米軍は米軍機の那覇空港の使用もあり得るとしている。絶対に容認できない。知事は
抗議し認めるべきでない。那覇空港の滑走路増設は、自衛隊との軍民共用空港の固
定化と米軍使用につながるものであるとこれまでも指摘してきたが、現実味を帯びてき
ている。復帰時の約束である民間専用化を実現すれば、需要は満たされるのではない
か。知事は民間専用化を求めるべきである。

ｳ 県民の民意は一貫して辺野古新基地建設反対であったことは各種の世論調査などで
も明らかであった。しかし、仲井眞県政は民意に逆行し、普天間基地の辺野古移設を
容認、推進し、県民の間に対立と混乱をもたらしてきた。このような県政運営を行ってき
たことを厳しく反省すべきではないか。

ｴ アメリカ議会の重鎮等の間からも、海兵隊不要論が出ているが、知事は今でも沖縄に
海兵隊は必要という認識に立っているのか。

ｵ 普天間第二小学校など県内の小中学校で米軍機墜落を想定した避難訓練が行われ
ていることについて、少なくとも学校上空、その周辺の飛行禁止を米軍に通告ないし申
し入れを行うよう２月議会、６月議会で繰り返し質問してきた。知事は、その後、米軍に
飛行禁止の通告、申し入れは行ったか問う。

ｶ 沖縄の米軍基地は「沖縄経済発展の阻害要因である」との６月議会での質問に対し
て、知事は「いろんな考えがある」と答えたが、そういう認識こそもはや沖縄発展の桎梏
だと思うが知事の認識を問う。

(2) 尖閣諸島問題について
　尖閣諸島の日本の領有は歴史・国際法上も明確で正当なものである。政府はこのこと
の大義を国際的に明らかにして再発防止の交渉を進めるべきである。中国側も、事実に
基づき、緊張を高めない冷静な対応が必要だと思うが、知事の見解を問う。

(3) 第１次産業の振興・育成について

ｱ 第１次産業の比率は現在1.9％と激減、復帰時から農家数で３万6332戸、農業従事者
数で11万5672人も激減推移。県内食料自給率はさとうきびを除くと６％という状況で
す。広大な面積を米軍基地にとられていることと、長年の自民党農政の農産物輸入自
由化などの影響と、加えて県の本土からの企業誘致にだけ目を向け、沖縄の第１次産
業を基幹産業として位置づけて振興・育成することを後回しにしてきた結果ではない
か。

ｲ 県内食料自給率を仮に100％にすると、農業従事者は幾ら増加するとの試算になるか。
また、耕作放棄地をすべて活用すると幾らの農業従事者がふえることになるか。

ｳ 県は地産地消運動を展開しているはずだが、学校給食においての県産品利用が平成
15年と比較して大幅に落ち込んでいるがなぜか。

ｴ 学校給食で100％県産品を活用すると、どれぐらいの経済効果になるか。

(4) 林道問題について
　知事は、去年の３月に現場を視察して、議会では「やっぱりどうしても必要だと思いま
す。・・・ぜひ今度の林道については御支援を」と答弁して林道建設を推進してきた。しか
し、その後、ずさんな対費用効果の計算などが発覚して休止に追い込まれた。そして、県
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議会は前回の６月議会で、林道建設の中止を求める陳情を全会一致で可決した。推進
してきた知事の責任は重く、反省が求められると思うが見解を問う。

(5) 子供の福祉について

ｱ 病児・病後児保育事業では、県は国の補助基準額の38％しか設定していない。このよ
うに、国の補助単価・基準より県が低く補助単価・基準を設定している事業について、
具体的な事業名と国基準額に対すると県基準額の割合と、それによって削った額とそ
の合計額について問う。また、今年度から市町村に移管された事業についても同様に
伺う。さらに、他府県の状況についても伺う。

ｲ 子供の福祉に冷たいやり方である。直ちに改め、国基準並みに補助・基準を設定すべ
きである。

(6) ウィルソン病とメニエール病の難病患者から、高額な医療費負担を軽減してほしいとの強
い要望が寄せられている。県の対応について伺う。

2 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成22年第4回沖縄県議会(定例会)

10月01 日(金)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

4 17分 前田　政明（共産党） 知事

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の基本姿勢について

(1) 普天間基地、辺野古基地、米軍再編問題について

ｱ 辺野古基地建設反対の稲嶺市長の勝利に続いて、名護市議会議員選挙で基地建設
反対議員が多数となり、日米合意の辺野古移設は不可能ではないか。

ｲ 政府は、飛行経路も陸上部や住宅地域にはかからないと県民をだまし、大型の高速強
襲輸送機のＭＶ22オスプレイの配備を故意に隠してきた。このような、政府の辺野古基
地推進のための悪質なだましの対応について、知事の見解を問う。

ｳ 知事は、政府から「話を聞いて、どうしてその基本が変わったのかも含め、その背景を
聞いた上で判断する」「私の方針を決める」とのことであった。仲井眞知事は県民の総
意である「県内移設反対」する方針になったのか。

ｴ 「辺野古への移設は極めて厳しい」と言いながら、沖縄県の公共用財産使用協議書作
成準備手続に関する特別採捕許可申請に対しての許可書を６月３日付で那覇防衛施
設局に知事が出している。辺野古基地推進のための調査の許可を与えたのはなぜか。

ｵ 2010年度防衛白書に「代替施設を決めない限り、普天間が返還されることはない」と明
記されていることに対する知事の見解を問う。

ｶ 普天間飛行場の辺野古移設が「大変厳しい」「不可能に近い」との見解は、公有水面埋
め立ての許可は出さない、出せないと理解してよいか。

ｷ 米軍基地は沖縄の発展の大きな障害である。海兵隊は抑止力ではなく海外侵略部隊
である。海兵隊は沖縄から撤退すべきではないか。

ｸ 普天間基地の危険性の除去どころか、嘉手納基地の滑走路改修工事のためとしてＦ
15戦闘機の離発着訓練が強行され一層危険や爆音被害が拡大されている。知事は普
天間基地の危険性の除去のため何をしてきたのか。

ｹ 沖縄政策協議会に「協議会で日米合意に理解いただき将来普天間の跡地や移設に関
する負担軽減の議論も行ない得る」（前原前沖縄担当相）との見解であるが、基地とリン
クした振興策を容認するのか。知事の見解を問う。

ｺ 高江ヘリパッド問題について

(ｱ) 北部訓練場とキャンプ・ハンセンのヘリパッドは何カ所か。北部訓練場及び、その周辺
におけるこれまでの米軍関係のヘリコプター事件・事故の状況について伺う。

(ｲ) 高江地区を６カ所のヘリパッドで取り巻く状況は極めて危険で墜落事故等は人命にか
かわる問題で、県民の命を守る立場から人道上も中止を求めるべきではないか。

2 福祉切捨ての「行財政改革」について
　国民生活を破壊し、貧困と格差を広げた新自由主義の構造改革路線の名による沖縄県
「行財政改革」は、県民の暮らしを守る沖縄県の医療、福祉の諸制度を切り捨ててきた。多
くの社会福祉施設の民営化、民間譲渡等で県の公的な責任を放棄してきた。現在も県立
看護学校の民間譲渡、県立病院の独立行政法人化が検討され実施されようとしている。こ
のような県民生活を脅かす医療・福祉制度の基盤を弱める「行財政改革」は見直すべきで
ある。この間の廃止した医療・福祉等の事業・施策について問う。

3 環境保護行政について

(1) 生物多様性締結国の国際会議について

ｱ 10月に名古屋で第10回生物多様性条約締約国会議（ＣＯＰ10）が行われる。国際的に
も沖縄県のジュゴンやヤンバルの森を守る対応が注目されている中で、沖縄県では、
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世界的にも貴重な生物多様性の豊かな貴重種の生存するヤンバルの森や海を破壊す
る、高江ヘリパッド建設や林道建設、泡瀬干潟埋立、ジュゴンのすむ辺野古沿岸域の
米軍新基地建設、那覇空港拡張計画による大嶺海岸の埋立計画など、貴重な生物多
様性の豊かな宝庫である自然破壊や計画が行われている。このような沖縄県の環境破
壊行政は、生物多様性の保護や生物多様性締結国会議の趣旨からも逸脱したことで
はないか。

4 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成22年第4回沖縄県議会(定例会)

10月01 日(金)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

5 17分 新垣　清涼（社大・結） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 基地問題について

(1) 普天間爆音訴訟・控訴審判決について知事の所見を伺う。
　米軍普天間飛行場の周辺住民396人が国を相手に米軍機の夜間、早朝の飛行差しど
めや騒音被害による損害賠償などを求めた普天間爆音訴訟の控訴審判決が去る７月
29日福岡高裁那覇支部で言い渡されました。知事の所見を伺います。

(2) 普天間基地の現状について知事の認識を伺う。
　知事は「普天間飛行場の危険性の除去、騒音の軽滅を政府に強く求める」としていま
すが、その成果はありましたか。

(3) 辺野古への薪基地建設について政府から合理的な説明があったのか伺う、その説明を
受けて「辺野古への移設案を受け入れることは極めて厳しい」はどのように変わったのか
伺う。

(4) 昨年訪米のとき「米政府機関から環境問題について前向きに検討したい旨の発言が
あった」との答弁がありましたが、その後の進捗を伺う。

2 農林水産業の振興について

(1) さとうきび生産総合対策事業について取り組みの成果と今後の計画について伺う。

(2) 沖縄ブランド豚供給体制整備事業について取り組みと現状、今後の計画について伺う。

(3) 農でグッジョブ運動について成果と今後の目標計画について伺う。

(4) 有機農業支援事業について取り組みと今後の計画について伺う。

3 商工業の振興について

(1) 中小企業支援・農商工連携プロデューサー育成事業について伺う。

(2) 企業訪問等特別誘致活動事業について伺う。

4 雇用と労働行政について

(1) 若年者総合雇用支援事業について伺う。

(2) 子育てママの就職技術力向上支援事業について伺う。

5 環境行政について

(1) 地球温暖化等対策事業について伺う。

(2) サンゴ礁保全情報整備事業について伺う。

(3) 環境生態系保全対策支援事業について伺う。

(4) 「生物多様性地域戦略」の策定の取り組み状況を伺う。

6 県民視点による事業棚卸しについて

7 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成22年第4回沖縄県議会(定例会)

10月01 日(金)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

6 17分 仲宗根　悟（社民・護憲） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢に関して

(1) 名護市議選の結果、米軍普天間飛行場の辺野古移設に反対する稲嶺市長を支える与
党が過半数を占め「県外・国外移設」を求める民意がさらに強く示されました。これまで知
事は辺野古移設について反対の姿勢を明確にしていません。普天間移設に対する姿勢
を伺いたい。

(2) 首相、関係閣僚は、名護市議選の結果について「一つの民意のあらわれ、謙虚に受けと
め、既定の方針を変えることはない。丁寧に説明し理解を求めたい」としています。どのよ
うに対応するのか伺いたい。

2 農林水産業の振興に関して

(1) 農林水産業の経営強化策、経営安定策等どのような取り組みがなされているか。また、
今後の展望についてお聞きしたい。

(2) 黒砂糖工場の支援について、黒糖は、不景気による消費低迷等で販売不振が続き大量
の在庫を抱えているとして苦しい経営状況を訴えています。その取り組みや支援策につ
いてお聞きしたい。

(3) 地産地消の推進、水産加工の推進状況と今後の取り組み強化策についてお聞きした
い。

3 環境行政に関して

(1) 読谷村内における安定型産業廃棄物最終処分場跡のガス発生に関して、県の検査の
結果を踏まえた今後の対応についてお聞きしたい。

(2) 久米島沖で国内最大規模のサンゴ群集が確認された。専門家は同様な群集が県内にま
だまだあることを示唆しています。調査研究について県の対応と漁場や観光活用の環境
づくりも必要となると考えられます。県の見解をお聞きします。

4 医療・福祉行政に関して

(1) 健康福祉社会の実現に向けての取り組みを展開していますが、その施策についてお聞
きしたい。

(2) 認可外保育園の支援強化を経営者や父母の皆さんから要望されています。県の考え方
をお聞きしたい。

(3) 地域密着型介護老人福祉施設整備について、その進捗状況について伺う。

(4) 介護従事者の育成支援についてお聞きしたい。

(5) ドクターヘリの出動状況と課題について伺う。

5 警察行政に関して

(1) 「ちゅらさん運動」の推進状況を伺う。

(2) 犯罪状況を伺う。

(3) 交通安全対策について伺う。
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一般質問通告表
平成22年第4回沖縄県議会(定例会)

10月01 日(金)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

7 17分 新里　米吉（社民・護憲） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 与党勝利となった名護市議選について日米両政府の辺野古移設方針との関連で知事
の所見を伺いたい。

(2) 知事公約について

ｱ 完全失業率全国平均にはほど遠い状況である。現状について知事の所見を伺いた
い。

ｲ 農業の後継者問題や遊休農地問題の解決、促進について４年間の成果を伺いたい。

ｳ 松くい虫駆除は具体的にどのような対策を実施したか。成果はあったか。

ｴ 県産品愛用による県内市場占有率の向上（地産地消の促進）について４年間の成果を
伺いたい。

ｵ 2016年までに年間観光客数1000万人達成の見通しを伺いたい。また、1000万人達成
に向けて2010年の観光客数目標と実現の見通しを伺いたい。

ｶ 観光客１人当たりの消費額は低迷しているが、原因と改善策を伺いたい。

ｷ ノービザ特区の導入は、現在どうなっているのか伺いたい。

ｸ 国際的コンベンションアイランド形成について、2010年１月から９月までの開催件数と参
加人数を伺いたい。また、2008年、2009年と比較してふえているか伺いたい。

ｹ 国際線ターミナルの整備拡充について具体的計画や見通しを伺いたい。

ｺ 普天間飛行場の危険性を一日でも早く除去するために、キャンプ・シュワブ内に暫定ヘ
リポート機能を緊急に整備するとの公約について、どのように対応したか（行動した
か）。
また、危険性除去について４年間の取り組みを伺いたい。

ｻ シングルマザーの働く場の確保、就労支援について４年間の実践事例を伺いたい。

ｼ チャレンジド（障害を持つ人）の就業機会の拡大に積極的に取り組むとのことだが、４年
間に就業者はどれぐらいふえたか伺いたい。

ｽ 毎年100人の学術及び語学留学生派遣について、2006年と2010年の派遣者数を伺い
たい。

ｾ 小学校において１クラス30人学級の導入とは、１年生から６年生までの６学年と理解する
が、知事の見解を伺いたい。

2 基地問題について

(1) ２月24日の県議会全会一致の意見書について知事の所見を伺いたい。とりわけ「県内移
設反対」について知事の姿勢を伺いたい。

(2) ９月19日の沖縄タイムスによると、守屋武昌元防衛事務次官は、「尖閣で海兵隊の投入
は一番考えにくい。最初に海軍と空軍が攻撃し、最後に地上に残っている敵を排除する
ため海兵隊が上陸する可能性はあるが、そのために沖縄に駐留しているのではない。」
と述べているが、守屋発言について、知事の所見を伺いたい。

(3) 守屋氏は、「仲井眞知事、島袋前市長は名護市辺野古で「沖合へ動かせ」というが、美し
い海をつぶしてもいいという合理的な理由を示さず、いたずらに解決をおくらせた」と述
べている。知事の所見を伺いたい。

(4) ロバート・ゲーツ米国防長官（当時）が講演で「高性能ミサイルで陸から100キロ沖まで狙
えるハイテク戦の中で、艦船で砂浜に上がり攻めていく海兵隊の役割そのものが問い直
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される」と語り、民主党重鎮で下院金融委員長のバーニー・フランク氏は「中国を野放し
にはしたくないが空軍も海軍もいる」、「過去の遺産で21世紀には無意味だ」と海兵隊不
要論を展開している、と琉球新報で報じられている。アメリカで起きている海兵隊見直し
や不要論について知事の所見を伺いたい。

(5) 在沖海兵隊の抑止力について知事の所見を伺いたい。

(6) 泡瀬ゴルフ場跡地で米国製と見られる不発弾（未使用弾）5590発が地中から発見され、
糸満で2113発が発見された。県の所見を伺いたい。

3 カジノについて

(1) ハワイがカジノを導入しない理由について伺いたい。

(2) 韓国済州島のカジノは成功していると思いますか。経営状況はどうなっていますか。

(3) 大陸等から交通手段として航空機を利用する島嶼地域においてカジノで成功している例
がありますか。具体的に地名を挙げて説明してください。

4 我が会派の代表質問との関連について


